
12月５日、元東海村選挙管理委員会委員長の本多喜久男
さんが役場を訪問し、旭日単光章の受章を山田村長へ
報告しました。本多さんは平成16年７月に東海村選挙
管理委員会委員に就任以来、４期16年にわたり在職し、
平成20年７月からの３期12年間は委員長として、正確
かつ迅速な選挙執行に多大なる指導力と実行力を発揮
しました。またインターネットを利用した選挙運動の
解禁や選挙権年齢の引き下げなど、選挙を取り巻く環
境が大きく変化する中で変化に即応した広報･啓発活
動にも注力するなど、長年にわたる功績と尽力により、
今回の受章となりました。

長年にわたり村の選挙管理事務に尽力
令和６年秋の叙勲で「旭日単光章」を受章

12月16日、東海村高齢者クラブ連合会の佐藤弘子会
長が山田村長を表敬訪問し、11月21日に神奈川県で開
催された第53回「全国老人クラブ大会」で、令和６年度
全国老人クラブ連合会会長表彰「女性リーダー老人ク
ラブ育成功労表彰」を受けたことを報告しました。これ
まで、県老人クラブ連合会女性委員長として活躍した
ほか、村高齢者クラブ連合会の女性部長としても、フ
ラダンスやよさこいサークル活動の推進に取り組んで
きた佐藤会長。現在も県老人クラブ連合会理事、村高
齢者クラブ連合会会長として、女性委員長の経験を生
かしながら連合会の発展に尽力されています。

女性リーダーとして高齢者クラブ連合会の発展に貢献
「女性リーダー老人クラブ育成功労表彰」

１月12日、東海文化センターで令和７年「東海村消防
出初式」が行われました。東海村消防団（団長：門馬
仁志さん）や東海消防署、原子力事業所、自主防災組
織等の消防･防災関係者約320人が参加し、消防団員へ
の表彰等で長年の貢献をたたえました。新型コロナウ
イルス感染拡大以降、規模を縮小して行っていた出初
式ですが、５年ぶりに自主防災組織･消防団員･原子力
事業所自衛消防隊による分列行進が実施されたほか、
整列した消防･防災関係者に対して、山田村長や門馬
団長、打越哲也ひたちなか･東海広域事務組合消防本
部次長による観閲が行われ、参加者は地域防災力強化
への決意を新たにしました。

防災強化を誓い、１年の安寧を願う
令 和 ７ 年 「東 海 村 消 防 出 初 式」
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１月６日、株式会社エマルションフローテクノロジーズ（白方）の
鈴木裕士代表取締役社長が山田村長を表敬訪問し、県内企業等に
よる先端技術を活用した新製品･新サービスのうち特に優れたもの
を表彰する「いばらきイノベーションアワード」優秀賞の受賞を報
告しました。「県北初の受賞をうれしく思います。今後はレアメタ
ルのリサイクルとＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）処理などの環境ソ
リューション事業に力を入れ、資源循環と環境保全の両立と調和
に貢献していきたいです」と抱負を述べた鈴木社長。村では、本村
の地域経済をけん引する地元企業やスタートアップを引き続き応
援していきます。

エマルションフローでレアメタルを効率良くリサイクル
第５回「いばらきイノベーションアワード」優秀賞を受賞

株式会社エマルションフローテクノロジーズは、村の企業立地支援を受けた、国
立研究開発法人日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）発のスタートアップ企業です。

「エマルションフロー」は、使用済み核燃料の元素分離研究から生まれた新しい溶
媒抽出技術で、従来よりも少ない工程でレアメタルを選択的に抽出･分離します。
電気自動車などの使用済みリチウムイオン電池から回収した、コバルトやニッケル、リチウムなどのレアメタルを、
再びハイテク産業に利用する「水平リサイクル」を推進します。

レアメタルのリサイクルを可能にする
低コストで環境に優しい「エマルションフロー」

レアメタル
電気自動車や電子機器などの製造に欠かせない希少金属。流通量が少なく、日本では、ほぼ輸入に頼っている。需要拡大が見込
まれる一方で、今後の供給不足が予測されており、安定的な供給が課題。

１月13日、水戸信用金庫スタジアム（笠松運
動公園）で「東海村スマイルマラソン2025」が
開催され、延べ598人が参加しました。駅伝
競技は、昨年度から「一般の部」を再開し、今
年度からは「小学生高学年の部」も再開。駅伝
に参加した小学生たちからは「少年団のみん
なで参加できて良かった！」、「抜かれずに走
れたよ！」との声が聞かれたほか、今回は駅
伝に参加しなかった小学生たちは「次は駅伝
にも参加したい！」と話してくれました。お
子さんと保護者が一緒に走る「家族の部」で
は、400メートルと短い距離ながら、皆さん
が笑顔でとても楽しそうに完走しました。な
お、各部門の成績は右表のとおりです。

東海 村 の 冬 の 風 物 詩！
「東海村スマイルマラソン2025」

マラソン競技 優勝者

小学生
（低学年）の部

男　子 齋藤  佑吏さん（舟石川小２年）

女　子 内田  芽結さん（中丸小３年）

小学生
（高学年）の部

男　子 松岡  幸助さん（舟石川小６年）

女　子 兵藤  汐莉さん（中丸小６年）

中学生の部
男　子 佐藤  息吹希さん（東海中２年）

女　子 尾畑  結衣子さん（東海南中１年）

一般の部
男　子 川端  尚志さん

女　子 冨山  洋子さん
駅伝競技（男女合同）優勝チーム

小学生高学年の部 約１.２km ×５区間 ＳＨＩＭＡＨＩＲＩＫＯ（しまひりこ）

一般の部（中学生以上） 約２km ×５区間 ほげほげ

【写真撮影･東海村写真連盟】
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